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最高点は 85点 (1人)，平均点は 46.0点でした．簡単な解説をつけます．

[1] f(x) =
sin2(x/2)

x2
に Poisson の和公式の証明法を適用します．(f(0) = 1/4 と，

連続に定義します．) f̂(ξ) =
π

2
max(1− |ξ|, 0) ですから，F (x) =

∑
n∈Z

f(x + 2nπ) と

おくと，この無限和は一様絶対収束で，この Fourier 係数は，f̂(n) となります．よっ
て，F (x) の Fourier 級数展開は，F (x) = 1/4 となります．x に 2x を代入して整理
すれば，問題の式になります．
これは複素関数論でもよく知られた部分分数展開の式です．

[2] 条件を書き換えると，任意の試験関数 φ に対して (fφ)(n)(0) = 0 ということ
です．このための必要十分条件は f(0) = f ′(0) = · · · = f (n)(0) = 0です．

[3] Poisson の和公式より，
∑
n∈Z

einx = 2π
∑
n∈Z

δ2πn でした．これを項別に 2回微分

したものより，
∑
n∈Z

n2einx = −2π
∑
n∈Z

δ′′2πn となります．

[4] fn(x) =
sin2 nx

nx2
とおくと，この Fourier 変換は f̂n(ξ) = π max(1 − |ξ|/2n, 0)

となります．よって，Plancherel の定理より，試験関数 φ に対して，n → ∞ のとき，

⟨fn, φ⟩ = ⟨ 1
2π

f̂n, φ̂⟩ → ⟨1
2
, φ̂⟩ = πφ(0)

となります．(Lebesgue の収束定理と，Fourier 逆変換公式を使いました．) これよ
り，求める極限は πδ です．


